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1審査の開始

被害者などからの申立てによる場合と、 検察審査会が自
ら知り得た資料（たとえば新聞記事など）をきっかけに職
権で審査を開始する場合の2つがあります。

2審査会議

審査は、 通常、 検察庁から取り寄せた捜査記録などの書
面を調べることにより行います。検察審査会が必要と認め
る場合は、 検察官から意見を聴取したり、 審査補助員（弁
護士）の助言を求めたりすることもできます。

なお、 審査会議は非公開で行われます。

3議決の種類

審査を終えると、 通常、 次の3つのうち、 いずれかの議
決をします。①については8人以上、 ②及び③については
6人以上の多数が必要です。

① 起訴相当の議決
「検察官の不起訴処分は間違っている。起訴して裁判にか

けるべきだ。」という判断をした場合の議決です。
② 不起訴不当の議決

「検察官の不起訴処分は納得できない。もっと詳しく捜査
した上で起訴・不起訴の処分をすべきだ。」という判断をし
た場合の議決です。

③ 不起訴相当の議決
「検察官の不起訴処分は相当である。」という判断をした

場合の議決です。

4結果の通知等

議決をしたときは、 その結果を不起訴処分をした検察官
が所属する地方検察庁の検事正や申立人などに通知します。
また、 検察審査会の掲示場にその要旨を7日間掲示します。

5第二段階の審査

起訴相当の議決(3①）に対し、 検察官が改めて不起訴
処分をした場合や定められた期間内に処分をしない場合、
検察審査会は再度の審査（第二段階の審査）をします。

その結果、 起訴すべきであるとの議決（起訴議決）をす
ると、 その議決は強制力を持ち、 裁判所が指定した弁護士
が検察官に代わって公訴を提起（起訴）することになりま
す。

このように、 起訴議決には法的拘束力がありますので、
第二段階の審査を行う場合には、 より慎重かつ適正な判断
がなされるよう、 必ず審査補助員（弁護士）を委嘱するこ
ととされています。また、 起訴議決の前には、 検察官に意
見を述べる機会を与えなければなりません。

［ 検察審査会の流れ ］ 
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検察審査会制度と裁判員制度の主な違いは、 次の表のとお
りです。

職務 主に検察官の不起訴処分の当否
について審査する。

一定の重大な犯罪について刑
事裁判に参加し、被告人が有罪
か無罪か、有罪の場合どのよう
な刑にするのかを裁判官と一緒
に決める。

人数
一審査会につき、11人（その他
同数の補充員もいる）。

ー事件につき原則6人（その他
補充裁判員もいる）。

任期
6 か月。ただし、審直会議は月に
1 ~2 回（全国平均）。 多くの事件で7日前後。

公開・
非公開

会議はすべて非公開。 裁判は公開、評議は非公開。

検察審査会は、 全国に1 6 5庁設置されており、 全国の地
方裁判所と主な地方裁判所支部の庁舎内にあります。

詳しい情報をお知りになりたい方は、 検察審査会のウェブ
サイトをご覧いただくか、 検察審査会事務局までお問い合わ
せください。

検察審査会ウェブサイト
https://www.courts.go.jp/about/sonota/kensin/index.html 
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